
 

（第２号様式）   
令和６年５月24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜立野高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の課題解決能
力と主体的に学習
に取り組む態度を
育成するため、継
続した授業改善に
組織的に取り組
む。 

②生徒会執行部が中
心となり、生徒主
体で行事等を企
画・運営する力を
育み、学校行事・
部活動等を活性化
させる。 

①３年間の「指定校事
業」のまとめとし
て、これまでの研究
成果を踏まえ、主体
的・対話的な深い学
びにつなげる。 

②学校行事や部活動等
において、生徒が企
画・運営する力を育
成するため、協働す
る力を重視し、生徒
が主体的、自立的に
活動できるように促
す。 

①研究授業や授業研究
協議会を通じて、生
徒が主体的に学び、
深い学びに至る手法
を実践する。 

②学校行事の準備から
運営まで、生徒会執
行部や各委員会を中
心として、生徒が主
体的に活動する機会
を増やし、生徒同士
の協働による企画・
運営ができるように
支援する。 

①組織として授業改善
に取り組み、課題解
決に向けた具体的な
方策を教科を超えて
共有することができ
たか。 

②生徒が自ら考え行動
し、行事の企画や運
営を主体的に行い、
協働することができ
たか。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒の実情を踏ま
えて、社会の変化
に対応しながら、
生徒が自ら考え、
自ら行動できるよ
うに指導・支援し
ていく。 

②ＳＣやＳＳＷと連
携し、外部機関と
適切に連携しなが
ら、教育相談コー
ディネーターを中
心とした生徒支援
体制を充実させて
いく。 

①生徒自身が、所属す
る組織の一員として
の自覚を持ち、気付
きを得て、将来を見
据えながら主体的に
行動できるように、
助言・指導の充実を
図る。 

②困難を抱える生徒を
早期に把握し、組織
的な行動により適切
な支援につなぐため
に、ＳＣやＳＳＷ、
教育相談コーディネ
ーターとの連携を密
にする。 

①初動対応に誤りがな
いように職員間での
情報共有を図り、グ
ループや学年等で組
織的な支援を行う。 

②ＳＣやＳＳＷ、教育
相談コーディネータ
ー間の連携を密にし
て、校内コーディネ
ーター会議を定期的
に行い、情報共有を
行うとともに経験年
数の浅い教員の人材
育成を図る。 

①生徒の実情に応じ
て、組織的に統一し
た指導をすることが
できたか。 

②定期的に校内コーデ
ィネーター会議を開
催し、校内関係者間
で情報共有を図るこ
とができたか。 

②ＳＣやＳＳＷなどと
連携し、積極的かつ
組織的な相談・支援
に取り組むことがで
きたか 

     

３ 進路指導・支援 

〇生徒が自らのキャ
リアについて目標
を持てるよう促
し、一人ひとりが
望む進路希望を実
現できるよう、進
路指導体制、教育
相談体制、学習支
援体制のより一層
の充実を図る。 

〇生徒が主体的に考え
自己実現していく力
を育成できるよう、
進路支援体制の充実
を図る。 

 

〇進路ガイダンスや保
護者説明会等を各学
年の適切な時期に実
施し、学年と連携し
ながら進路実現に向
けた支援を行う。 

〇進路相談室の機能を
充実させ、進路関連
情報の周知を効果的
に行う。 

○模擬試験を活用し、
振り返りを丁寧に行
うことによって、学
習到達度の向上を目
指す。  

〇適切な時期に、学年
に応じた効果的なガ
イダンスや説明会等
を実施することがで
きたか。 

〇進路相談室の利用状
況を把握し、生徒に
的確な進路関連情報
を周知することがで
きたか。 

〇模擬試験の診断指標
を参考にして、進路
実現に向けて取り組
む力を育むことがで
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

〇地域貢献活動や近
隣の学校との協働
活動を充実させ、
地域とともにある
学校づくりを推進
する。 

〇活動内容の振返りを
実施しながら、近隣
の学校との協働活動
をさらに充実させ
る。 

 

〇間門小学校と連携し
ているあいさつタイ
ム、見守り活動、防
犯教育などを継続し
て実施する。 

 
 

〇活動を通じて生徒の
自主性や自己有用感
を高めることができ
たか。 

〇地域の一員である意
識・自覚を高めるこ
とができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

〇横浜インターナショ
ナルスクールとの新
規の活動について検
討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心で快適
な学習環境の整備
に向けた取組みを
継続して推進する
とともに、不祥事
防止の取組みを通
じて保護者や県民
から信頼される学
校づくりを確立す
る。  

②学校の教育活動に
関する情報発信を
積極的に行い、学
校への理解が深ま
るよう努める。 

③教育活動に関する
情報発信につい
て、年間計画に基
づく戦略的な広報
計画を作成し、説
明会等の行事を企
画・実施すること
により、中学生、
保護者の学校理解
が深まるようにす
る。 

①校内美化及び衛生管
理を徹底する。 

①不測の事態に備え、
防災体制の充実を図
る。 

①ＰＴＡと協力し、Ｐ
ＴＡ活動の充実を図
る。 

②戦略的な広報活動を
推進し、学校ホーム
ページや学校説明会
の充実を図る。 

③人材育成を最重要課
題として、仕事の分
散化による負担軽
減、量的緩和を図
る。 

①清掃用品の整備を定
期的に行い、毎日の
清掃活動をとおして
校内美化の徹底を継
続する。 

①具体的な場面を想定
した防災マニュアル
を改訂するととも
に、避難訓練やＤＩ
Ｇ研修会等、生徒が
主体的に取り組むこ
とができる防災教育
を行う。 

②生徒が活躍する説明
会を企画し、本校の
魅力を積極的に発信
する。 

③「総合的な探究の時
間」を軸に、職員が
自ら課題の解決に取
り組み、学校の意思
決定に際して発言で
きる機会をつくり、
学校全体の活性化を
図る。 

①清掃活動等、校内美
化の徹底に取り組む
ことができたか。 

①生徒が主体的に取り
組むことができる防
災教育を実施するこ
とができたか。 

②効果的にホームペー
ジ等を更新するとと
もに、説明会等の参
加者に対して、充分
に本校の魅力を伝え
ることができたか。 

③自ら仕事の量的負担
をコントロールし、
組織として、やりが
いを持って業務にあ
たることができた
か。 

     

 

 


